
 

 

令和４年度「みえ現場de県議会」  

人口減少対策 ～移住による地域おこし～ 
 
 

 事 項 書 
 

 

日時：令和4年11月17日(木)13:30～16:00  
場所：グリーンプラザおおだい 多目的ホール 

 

 

１ 開会あいさつ 

 

 

 

２ 参加者の紹介 

 

 

 

３ 「状況シート」の説明 

 

 

 

４ 意見交換 

  《前半》取組等についての質疑応答 

 

 

 

  《後半》人口減少下における地域の課題や今後の展望について 

 

 

 

５ 閉会あいさつ 

 



 

スクリーン 

議長 前野和美 副議長 藤田宜三 

総務地域連携デジタル社会推進 
常任委員長 石垣智矢 

戦略企画雇用経済 
常任副委員長 川口円 

委員 濱井初男 

委員 山本里香 

委員 日沖正信 

委員 山崎博 

委員 小林貴虎 

委員 谷川孝栄 

大台町役場 宮本誉 

昴学園高等学校 山田能健 

(一社)ＡＷＡプロジェクト 

小林建一 

(株)Ｖｅｒｄｅ大台ツーリズム 

            野田綾子 

大台町観光協会 

     西口茉実 

大台町ふるさと案内人の会 

               筒井敏 事務局席 記者席 

傍聴席 

令和４年度「みえ現場ｄｅ県議会」 会場レイアウト 

【会場：グリーンプラザおおだい 多目的ホール】 

入口 受付 

【敬称略】 

カメラ 



 

 

 

令和４年度「みえ現場de県議会」  

人口減少対策 ～移住による地域おこし～ 

 

 参加者一覧表 

 （敬称略） 

No 氏 名 組織 等 

1 宮本
みやもと

 誉
ほまれ

 大台町役場 企画課 移住定住・人口減少対策担当 

２ 山田
やまだ

 能健
よしたけ

 大台町役場 企画課、県立昴学園高等学校 

３ 小林
こばやし

 建一
けんいち

 一般社団法人ＡＷＡプロジェクト 理事 

４ 野田
の だ

 綾子
あやこ

 株式会社Ｖｅｒｄｅ大台ツーリズム 代表取締役 

５ 西口
にしぐち

 茉実
ま み

 大台町観光協会 

６ 筒井
つつい

 敏
さとし

 大台町ふるさと案内人の会 会長 
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■三重県議会議員 出席者  

 

氏 名 役 職 名  等 選  挙  区 会  派 

前野
まえの

 和美
かずみ

 議長 津市 自由民主党 

藤田
ふじた

 宜三
よしみ

 広聴広報会議座長（副議長） 鈴鹿市 新政みえ 

石垣
いしがき

 智矢
ともや

 総務地域連携デジタル社会推進常任委員長 いなべ市・員弁郡 自由民主党 

川口
かわぐち

  円
まどか

 戦略企画雇用経済常任副委員長 津市 新政みえ 

日沖
ひおき

 正信
まさのぶ

 広聴広報会議委員 いなべ市・員弁郡 新政みえ 

谷川
たにがわ

 孝栄
たかえい

 広聴広報会議委員 熊野市・南牟婁郡 草莽
そうもう

 

濱
はま

井
い

 初男
はつお

 広聴広報会議委員 多気郡 新政みえ 

山本
やまもと

 里香
り か

 広聴広報会議委員 四日市市 日本共産党 

山崎
やまざき

   博
ひろし

 広聴広報会議委員 四日市市 自由民主党 

小林
こばやし

 貴虎
たかとら

 広聴広報会議委員 津市 自由民主党 

                                  計１０名 
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令和４年度「みえ現場de県議会」 
人口減少対策～移住による地域おこし～ 

 
日時：令和4年11月 17日（木）13:30～16:00 
場所：グリーンプラザおおだい 

【状況シート】 
 

氏名 宮本 誉（大台町役場 企画課） 

≪地域おこしや移住促進に向けて行っている取組≫ 

令和２年度からの第2期大台町まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げたプロジェクトのひ

とつに「空き家等を活用した関係人口増加プロジェクト」があります。令和２～４年度に地方

創生推進交付金の採択を受け、町内の空き家調査（内観）や関係人口増加のための取組みを実

施しています。 

 

人口減少・高齢化が進む中、町内唯一の高校である昴学園高等学校を、町の活性化のために

なくてはならない高校として位置づけ、生徒の定員割れを回避するため、令和２年度から高校

生の地域留学推進のための高校魅力化支援事業補助金の採択を昴学園高校の魅力化を支援し

ています。 

 

≪今後の展望や課題など≫ 

 空き家対策や人口減少対策は当町の最重要課題のひとつであるため、引き続き対策していき

たいと考えています。また、近隣市町にとっても同様の課題であるため、近隣市町と連携して

取り組みたいと考えています。 
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令和４年度「みえ現場de県議会」 
人口減少対策～移住による地域おこし～ 

 
日時：令和4年11月 17日（木）13:30～16:00 
場所：グリーンプラザおおだい 

【状況シート】 
 

氏名 山田 能健（大台町役場 企画課、昴学園高等学校） 

≪三重県に移住された理由≫ 

大台町は定員割れが続いていた昴学園高等学校を存続させるために「昴学園魅力化プロジ

ェクト」を立ち上げ、地域おこし協力隊を募集していました。私は過去に教員や民間企業、

青年海外協力隊やNPO法人で働いてきた経験が生かせるのではと考え、平成24年にこのプロ

ジェクトに応募し、協力隊員として働くことになりました。 

 

現在は三重県の支援を受けて「地域みらい留学」事業、内閣府の「高校生の地域留学推進

のための高校魅力化支援事業」(地域みらい留学365)に携わっており、魅力ある学校作りの

ほかに生徒と一緒に学校PR活動等を行っています。ちなみに「地域みらい留学」とは、自分

が住んでいる地域以外の公立高校に進学できる国内留学事業、「地域みらい留学365」は高校

2年生の1年間だけ他の公立高校で学ぶ留学事業で、昴学園はこの2つの留学事業に参加し

ています。県外へ昴学園と大台町の魅力を発信することで、年々問い合わせも増えており、

大台町の魅力も伝わっているのではないかと感じています。 

 

私はもともと大台町(三重県)に移住をするために仕事を探していたのではなく、魅力を感

じた仕事が大台町(三重県)にあったので移住を決めました。岐阜県の出身ですが、三重県と

は縁があり、大台町に来る前は四日市市と紀北町で飲食店やNPO法人で働いていましたが、

これも自分がやりたいと思った仕事があったので移住をしました。 

 

≪移住しての感想、課題など≫ 

大台町は人が優しく、自然豊かな環境で落ち着いて生活することができる素敵な町です

が、移住するまでその魅力は知りませんでした。私の移住のきっかけは魅力的な仕事があっ

たからですが、住んでみて改めてその町の良さを知りました。1日2日の滞在ではわからな

い魅力をどのようにして観光客に感じてもらうか、発信していくかが課題だと感じました。 
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大台町は内陸にある町ですが、熊野の海まで1時間、伊勢神宮まで1時間、津まで1時間

ほどと公共交通機関は不便ですが、車では移動しやすい位置にあることも魅力の一つです。 

 

 私が移住したころ大台町の人口は1万人を超えていましたが、現在は8千人台となり、確

実に人口減少が進んでいます。私が住んでいる地区も移住してきた頃は、葬儀の連絡がある

とだいたい90代以上でお会いしたことのない方が亡くなることが多かったですが、最近は区

の行事でお会いした方が亡くなることが続き、ますます人口減少を身近に感じるようになり

ました。 

 

大台町は保育園から小学校、中学校、高校と教育環境は整っています。大台町だからでき

る教育を行い、少しでも人口が増えて欲しいと思います。 
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令和４年度「みえ現場de県議会」 
人口減少対策～移住による地域おこし～ 

 
日時：令和4年11月 17日（木）13:30～16:00 
場所：グリーンプラザおおだい 

【状況シート】 
 

氏名 小林 建一（一般社団法人ＡＷＡプロジェクト 理事） 

○移住について 

≪三重県に移住された理由≫ 

津市から多気町に移住しました。以前から交流のあった大台町の工務店が今の代で会社を

たたむことを検討していたため、工務店の事業継承をするために移住しました。 

また、住宅街よりも自然豊かな環境や人と人のコミュニケーションが豊かな環境で子育て 

をしたいと思ったのも理由のひとつです。 

 

≪移住しての感想、課題など≫ 

仕事以外に田んぼやで米作りや鶏を飼って卵をとったり、住環境として充実しています。

課題としては、子どもが高校生になると通学の交通が不便だったりするので、コミュニティ

交通など、地域で工夫した交通手段ができるとありがたいです。 

 

○取組について 

≪地域おこしや移住促進に向けて行っている取組≫ 

なるべく早い段階で空き家を流通してもらえるように、インスペクションを行い空き家の掘

り出しをしています。きちんと建物の評価をしてあげることで次のステップへの後押しにな

り、空き家が流通しやすくなります。また、空き家購入者とのマッチングも行っています。 

 

≪国や県の対応、支援策などについて≫ 

① 空き家を川上側から解決できる支援をお願いしたいです。 

② 助成金を受ける際に耐震基準適合を条件とされることが多いので軽減してほしい。 

 

≪今後の展望や課題など≫ 

空き家を新しく楽しく利活用していきたいです。 
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組織プロフィール 

事業所・団体名 一般社団法人ＡＷＡプロジェクト 

所在地 〒519-2426 三重県多気郡大台町下楠 546-6 

電話番号 090-1586-1604 

代表者 谷藤 重美（代表理事) 

設立 ２０２１年８月２日 

従業員・会員数 ５人（２０２２年１１月現在） 

業務・活動内容 大台町で空き家が年々増え続けている状況で、空き家は大切な資源で

あり、財産であると考え、可能性や活用方法を考え、それを実現させる

ためにＡＷＡ（空き家 わっけん あるんやに）プロジェクトを立ち上げ

た。 

空き家や空き店舗、空き地の新しくて楽しい利活用をデザインしてお

り、令和４年１月からは、「大台町空き家・移住相談窓口 AWA サポート

デスク」を開設し、町と連携して空き家相談や移住相談に積極的に取り

組んでいる。 

 

〔事業内容〕 

1. 地域内の空き家問題の解決に貢献する事業 

2. 地域内経済循環に貢献する事業 

3. 地域に関係する人づくりに貢献する事業 

4. その他、持続可能な地域づくりに貢献する事業 
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令和４年度「みえ現場de県議会」 
人口減少対策～移住による地域おこし～ 

 
日時：令和4年11月 17日（木）13:30～16:00 
場所：グリーンプラザおおだい 

【状況シート】 
 

氏名 野田 綾子（株式会社Verde大台ツーリズム 代表取締役） 

○移住について 

≪三重県に移住された理由≫ 

自然が豊かな地域で暮らし・仕事を希望していたから 

 

≪移住しての感想、課題など≫ 

たいへん満足しています 

 

○取組について 

≪地域おこしや移住促進に向けて行っている取組≫ 

地域おこし、移住促進というダイレクトなキーワードではなく、地域の魅力づくりという

意識でVerdeの活動をしています。地域ブランディングにつながるコンテンツを造成し、販

売することで地域に新しい仕事や若者の雇用が生まれるといいな、と考えています。 

 

≪今後の展望や課題など≫ 

経済面でも環境面でも持続可能な仕事をつくり、地域に残していきたい。 
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プロフィール 

事業所・団体名 株式会社Ｖｅｒｄｅ大台ツーリズム 

所在地 〒519-2501 三重県多気郡大台町下真手 308 

電話番号 080-4840-7315 

代表者 野田 綾子（代表取締役） 

創業年月 2016 年 10 月 

資格 ■旅行業務取扱管理者  

■日本山岳ガイド協会（JMGA）登山ガイド 

■日本セーフティーパドリング協会（JSPA）理事、SUP、カヤックガイド 

経歴 愛知県出身。大学卒業後、公立中学校体育教師を 12 年間務める。 

2013 年、三重県大台町への移住を機に、アウトドアツーリズムに関

わり、ガイド業をスタート。 

2016 年、株式会社 Verde（ベルデ）大台ツーリズムを設立。旅行業を

取得し、宿泊サービス・アウトドアプログラムを提供し、地域ブランデ

ィング・観光振興に努める。 
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令和４年度「みえ現場de県議会」 
人口減少対策～移住による地域おこし～ 

 
日時：令和4年11月 17日（木）13:30～16:00 
場所：グリーンプラザおおだい 

【状況シート】 
 

氏名 西口 茉実（大台町観光協会） 

○移住について 

≪三重県に移住された理由≫ 

三重県松阪市出身。三重県を中心にアナウンサー、司会者として活動。 

津市、四日市へ引っ越し後、大台町での行政アナウンサー採用をきっかけに、地域おこし

協力隊として大台町に移住。 

退任後、大台町観光協会にて勤務。 

 

≪移住しての感想、課題など≫ 

【メリット】 

・自然に囲まれて空気や水が美しい。喘息だが体調良い。 

・大杉谷自然学校による環境教育を取り入れた学校教育が素晴らしい。 

・日によって尾鷲方面、松阪方面、伊勢方面で仕事しているため、中央に位置する大台町は

立地的に移動が便利。 

・空き家バンク制度が充実しており、大家さんと円滑にやり取りできるよう役場のサービス

が手厚かった。土地の広さや家の規模からすると格安。 

・スーパー、ドラッグストア、ホームセンターがあるので思っていたより買い物には困らな

い。ネットショップを活用している。 

 

【デメリット】 

・虫が多い。湿気が多く、カビが発生しやすい。 

・区費や組費が負担。引っ越して来る前に知りたかった。 

・ガソリンが高いので松阪に出た時に入れている。 

・専門の病院が松阪まで出ないとないため不便。 
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○取組について 

≪地域おこしや移住促進に向けて行っている取組≫ 

地域おこし協力隊任期中は、ブログとＳＮＳを活用した移住促進のための情報発信を行

う。また、移住希望者向けに町内各区の調査を実施。地域行事や掃除・会議などの集まり、

区費等に関する情報をまとめる。 

 

≪国や県の対応、支援策などについて≫ 

三重県農山漁村づくり課による農山漁村起業者養成講座や三重県観光連盟による情報発信

セミナーなどに参加し、横の繋がりができた。 

 

≪今後の展望や課題など≫ 

来年完成予定の新しい観光案内所を拠点に大台町の観光情報発信を続けていく。 

息子が年少の時に引っ越してきて現在小学校４年。高校進学を機に市へ移り住むことを想

定している。大台町から高校へＪＲで通うのは不便であると考える。 
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組織プロフィール 

事業所・団体名 大台町観光協会 

所在地 三重県多気郡大台町佐原 663-1 

電話番号 0598-84-1050 

代表者 会長 大西健二 

従業員・会員数 ３人（２０２２年１１月現在） 

業務・活動内容 大台町の観光情報の発信 

・観光案内所での窓口案内、電話・メール・ＬＩＮＥでの観光案内対応 

・観光パンフレット作成、配布 

・ＷＥＢサイト、ＳＮＳ（ツイッター、インスタグラム、フェイスブッ

ク、ＬＩＮＥ）による旬の情報投稿 

・観光ＰＲ動画制作、ＹｏｕＴｕｂｅによる配信（週１回以上） 

・イベント企画、運営（フォトコンテスト、フォトツアー、スタンプラ

リー等） 

・新聞、テレビ、雑誌へのプレスリリース発信、取材対応 

・インターネット、新聞、テレビ、雑誌等による広告掲載 
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令和４年度「みえ現場de県議会」 
人口減少対策～移住による地域おこし～ 

 
日時：令和4年11月 17日（木）13:30～16:00 
場所：グリーンプラザおおだい 

【状況シート】 
 

氏名 筒井 敏（大台町ふるさと案内人の会 会長） 

≪地域おこしや移住促進に向けて行っている取組≫ 

・町、地域の活性化に向けた取組 

・町の自然環境と歴史を基にした地域づくり（別紙資料参照） 

・公民館講座…教育委員会 

ふるさと再発見講座開催中（平成２９年から） 

 

≪国や県の対応、支援策などについて≫ 

・熊野古道伊勢路保全活動や大杉谷登山関係 

・地域おこし協力隊関係など 

その他 

 

≪今後の展望や課題など≫ 

・コロナ禍での生活様式が変わった中での対応 
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組織プロフィール 

事業所・団体名 大台町ふるさと案内人の会 

所在地 三重県多気郡大台町新田５２１－１ 

電話番号 080-5115-2863 

代表者 筒井 敏 

創業年月 平成１８年４月 

従業員・会員数 １５人（２０２２年１１月現在） 

業務・活動内容 事務所…大台町観光協会内（大台町佐原６６３－１） 

    ＴＥＬ：0598-84-1050 

 

町、地域の活性化に向けて取り組んでいる。（詳細は別紙参照） 

 

 私たちふるさと案内人の会は、人を案内するだけでなく、町興しを先

導し、協働しながら、必ず黒子に徹することを基本としています。 

 町からの補助金など一切受けず、すべて会費と稼ぎで運営、活動して

おり、発足から１６年目を迎えました。 

 ふるさと案内人の会の活動内容はホームページでご覧いただけます。 

 

＜大台町ふるさと案内人の会＞ 

https://odai-guide.com/ 
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自然環境と歴史を基にした地域づくり 

町づくり大台町ふるさと案内人の会  三重県大台町 

１ めざす姿、実践のねらい 

 我が国が地方分権型社会へ向かっている今、私達の地域の真の財産とは何なのかそれは紛れ

もなく、大台ケ原を源として、日本三大秘境大杉谷渓谷を抱き遥か伊勢湾へ注ぐ全長９１キ

ロの流域を誇る、三重県最大の宮川流域の自然環境と、その中で先人達が連綿と築いてきた

歴史と文化に尽きると思います。ネットで売買できないこの二つの財産を活用して、地域の

活性化を推進出来ないものか、と案内人の会を結成、地域外のお客様には二つの財産に基づ

く交流を、地域内住民には、将来に備えた地域内分権を先導して分権型社会への地域づくり

活動と地域間交流を推進しております。 

２（１）熊野古道三瀬の渡し復活 

 昔から熊野詣での重要な渡し、暴れ川、宮川を地元の漁師、真奈胡さんが倭姫の命を、渡した縁

故で渡し場の所に伊勢神宮摂社多岐原神社が祀られています。現在でもこの渡しがなければ約６

キロ迂回して対岸の多岐原神社から三瀬坂峠を越え滝原宮・熊野へ。地元三瀬の渡し保存会と協

働して渡しを復活させました。    

      
熊野古道・復活三瀬の渡し清流宮川を渡す保存会     川添神社五身懸け祭り   大杉渓谷・堂倉滝 

（２）熊野古道・馬鹿曲と橋の復元          

地元の人も話には聞いたがいったことはないと言う秘道とそこに架かる橋を地元住民と案内人

の会で 複元、自分達で測量から橋の設計図も作り町、県へ働きかけ活動から１年で、昔の風情

残る道と、そこに架かる馬鹿曲り橋が復元できました。この橋は見事な石垣を橋脚とし支えられ

ていて、宮川の直ぐそばでありながら山石を野面積みで頑固に組まれているので現在も少しも乱

れていません。造り方は方丈橋と言い橋脚と石積がうまくマッチした造りです。橋を支える石積

みにも目をむけてほしい 。       

       
   復元された馬鹿曲り橋と昔の風情を味わう古道歩き    伊勢暴動の置き土産・善光寺報恩堂ご開帳祭り 

３ 実践成果 

県内外からの来訪者と交流もあり地域の活性化に大きな役割を果たしています。各地域で保存会

や地域の 未来を語る会を立ち上げ事業の継続に取り組んでいます。私達は案内人の立場から 

アイデアも含め地域の活性化のお手伝いをしている。主役は地域の住民であること、そして 

私たちは、黒衣であることを徹底しています。その他熊野古道沿道に残る歴史遺産、史跡、まち

お輿しなど、7つの地域お輿しに関わってきた。是非この機会に見所一杯の大台町の歴史や熊野

古道を訪ねてみてください。 

大台町ふるさと案内人の会 ０５９８－８４－１０５０ 大台町観光協会内 
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